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み
な
さ
ん
は
、
自
分
が
暮
ら
す
ま
ち
に

「
住
み
や
す
さ
」
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

　
働
く
場
所
や
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
子

育
て
・
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、
安
心
・

安
全
な
生
活
が
で
き
る
「
ま
ち
」
を
私
た

ち
は
求
め
ま
す
。
こ
れ
は
、
舟
形
町
に
住

む
私
た
ち
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
現
在
、
地
方
圏
で
は
過
疎
化

や
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
交
通
手
段
や
情

報
伝
達
手
段
の
発
達
に
よ
っ
て
人
々
の
生

活
が
広
域
化
し
て
い
ま
す
。
大
き
く
変
化

し
た
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
市
町
村
単
独
で
十

分
に
応
え
る
こ
と
は
、
も
は
や
難
し
く
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
住
み
や
す
さ
を
求
め
た
都
市

圏
へ
の
移
住
は
、
人
口
減
少
の
大
き
な
要

因
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

住
み
や
す
さ
を
求
め

　
平
成
20
年
、
地
方
圏
か
ら
都
市
圏
へ
の

止
ま
ら
な
い
人
口
流
出
に
、
国
は
「
定
住

自
立
圏
構
想
」
の
推
進
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
一
定
の
人
口
規
模
を
有
し
、

地
域
の
中
心
と
な
る
「
中
心
市
」
と
生

活
・
経
済
面
で
関
わ
り
の
深
い
「
近
隣
市

町
村
」
が
圏
域
を
形
成
。
相
互
に
連
携
・

協
力
し
、
圏
域
全
体
で
生
活
に
必
要
な
機

能
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
地
方
圏
へ
の
定

住
の
促
進
、
住
み
や
す
い
地
域
社
会
の
形

成
を
目
的
と
し
た
広
域
行
政
の
制
度
で
す
。

【
図
１
】

　
既
に
全
国
で
は
82
の
定
住
自
立
圏
が
形

成
さ
れ
、
県
内
で
も
、
山
形
市
を
中
心
と

し
た
「
山
形
定
住
自
立
圏
」
、
鶴
岡
市
を

中
心
と
し
た
「
庄
内
南
部
定
住
自
立
圏
」、

酒
田
市
を
中
心
と
し
た
「
庄
内
北
部
定
住

自
立
圏
」
が
あ
り
ま
す
。

定
住
自
立
圏
と
は

　
舟
形
町
を
含
む
最
上
地
域
は
、
古
く
か

ら
広
域
的
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
て
、

通
勤
や
通
学
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
、
地

域
内
を
往
来
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
最
上
地
域
全

体
で
も
人
口
の
減
少
は
加
速
し
て
い
ま
す
。

【
図
２
】

　
今
、
「
住
み
や
す
い
ま
ち
」
を
目
指
し
、

市
町
村
の
枠
を
越
え
て
「
政
策
分
野
」
で

の
連
携
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

最
上
８
市
町
村
と
最
上
総
合
支
庁
は
、
定

住
自
立
圏
構
想
へ
の
取
り
組
み
の
可
能
性

に
つ
い
て
の
検
討
を
重
ね
、
８
市
町
村
長

の
協
議
を
経
て
、
こ
の
地
域
で
の
構
想
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
新
庄
市
と
近
隣
７
町
村

の
連
携
に
つ
い
て
、
担
当
者
間
に
よ
る
具

体
的
な
検
討
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
定
住
自
立
圏
構
想
へ
の
検
討
が
順
調
に

進
め
ば
、
新
庄
市
に
よ
る
「
中
心
市
宣

言
」、「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結
」

へ
と
手
続
き
を
経
て
い
き
ま
す
の
で
、
詳

細
は
今
後
の
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

　
▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
企
画
調
整
班

　
☎
（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
313
）

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後

定住自立圏構想定住自立圏構想
ずっと「住みたい」と思えるまちに
これからの新しい市町村連携へ

【図1】圏域の結び付きのイメージ

～シリーズ～

最上地域の概況最上地域の概況

【図2】最上地域の要因別人口の増減の推移

中心市と近隣市町村が1対1で結ぶ協定を
重ねて作る圏域。中心市と同じ政策分野
に取り組む近隣市町村が、連携して事業
を行います。

自然増減…出生と死亡の差
社会増減…転出と転入の差
※最上総合支庁発行の
「平成26年最上地域の概況」より

金山町
①6,055人　②161.79k㎡
③12,006百万円
④4,587／4,333百万円
⑤金山杉、金山牛、米の娘ぶた、
　山菜、杉工芸品など

新庄市
①37,637人　②223.08k㎡
③126,761百万円
④16, 270／15,455百万円
⑤くじらもち、新庄東山焼、新庄
亀綾織、新庄漬、玄米みそなど

最上町
①9,314人　②330.27k㎡
③19,730百万円
④6,105／5,864百万円
⑤アスパラガス、そば、前森牧場特産
ハム・ソーセージ、羽前最上焼など

舟形町
①5,788人　②119.03k㎡
③12,751百万円
④4,410／4,230百万円
⑤鮎、長沢和紙、キュウリ、ニラ
マッシュルーム、ネギなど

真室川町
①8,607人　②374.29k㎡
③17,573百万円
④5,605／5,431百万円
⑤木材、山菜、原木なめこ、促成山菜、
真室川漆器など

戸沢村
①4,970人　②261.25k㎡
③10,042百万円
④4,714／4,461百万円
⑤山菜、戸沢流冷麺、エゴマ、
パプリカ、角川餃子など

大蔵村
①3,541人　②211.59k㎡
③7,414百万円
④4,034／3,939百万円
⑤肘折こけし、地酒、山菜、トマト、
手打そばなど

市町村名
①人口（平成25年10月1日）②面積
③市町村総生産（平成23 年度）
　市町村内で１年間に生み出された付加価値の総額。
④普通会計決算額
　歳入／歳出（平成24年度）
⑤特産物など
　※最上総合支庁発行の
　「平成26年最上地域の概況」より

鮭川村
①4,513人　②122.32k㎡
③11,224百万円
④3,795／3,563百万円
⑤きのこ、山菜、花（みちのくひめゆり、
りんどう、ばら）など

110,000

100,000

90,000

80,000

70,000

60,000

50,000

1,000

500

0

-500

-1,000

25
年

24
年

23
年

22
年

21
年

20
年

19
年

18
年

17
年

16
年

15
年

14
年

13
年

12
年

11
年

10
年

９
年

８
年

７
年

６
年

５
年

４
年

３
年

２
年

平
成
元
年

63
年

62
年

61
年

60
年

59
年

58
年

57
年

56
年

55
年

54
年

53
年

52
年

51
年

昭
和
50
年

総人口（人）

総人口  昭和50年 105,253 人

平成８年
自然増減が減少に

自然増
昭和50年＋702人

社会減
昭和50年　△686人　

総人口
平成25年
80,425 人

増減人口（人）

自然増減
社会増減
総人口

自然減　平成25年  △643人
社会減　平成25年  △698人
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例：産業振興

例：地域公共交通

例：人材育成


